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只見町立只見中学校 

 

 

ESD・海洋教育とは？ 

 

 

 

 

 

上越フィッシングセンターでのゴミ拾い・魚釣り活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

新聞紙によるレジ袋作成のきっかけ 

先生方のしかけ 

･･･プラゴミの削減のために、有効活用できるものは？ 

先生方のしかけ 

･･･キリバス代表理事ケンタロ・オノさんによる講話 

･･･ブナ林への自然探索 

生徒が気づく・考える・行動するためには？ 

生徒の気づき 

･･･只見の山から、海をきれいにしたい！ 

生徒による話合い 

→耐久性は？大きさは？ 

→使い回しできる物は？ 

→ポスターを作ろう！ 

→お知らせ版にのせよう！ 

生徒の気づき 

･･･新聞紙によるレジ袋を作

成するのは？ 

生徒の気づき 

･･･全校生で作成すれば、 

納品の数を増やすことが 

できる。 

生徒の気づき 

･･･地域の方に教えたい。 

･･･講師役が必要である。 

生徒の気づき 

･･･地球温暖化の影

響で水没してしま

う可能性がある国

がある。 

･･･海の自然を守り

たい、海洋ゴミを

減らしたい。 

教員がまずは研修 

町予算を確保して、研修に参加する環境を整える 

牛タン食べませんか？ 

先進地区（宮城県気仙沼市、宮城教育大学など）への研修 

先生方の意識の変化「只見中学校でも取り組んでいる！」 

ESD・SDGｓを柱として、つないでいく 

生徒の体験活動への助言、外部講師の招聘 

イメージマップ作りへの助言 

発信のしかけ 

･･･記者と仲良くなる 

SDGｓバッジを配布して、仲間意識を作る 

行政との連携 

･･･教育委員会主催 

「新聞紙によるレジ

袋作成教室」の実施 

 

生徒に自信を持たせる 

只見町全体の取組として地域の方

が喜ぶ場面の設定 

先生方のしかけ 

･･･各種コンクールへの応募 

（朝河貫一賞・中学生作文コンクールなど） 

先生方のしかけ 

･･･新聞紙によるレジ袋作成を学ぶ場面の設定 

 （３年生が１年生・２年生に作り方を教える） 

先生方のしかけ 

･･･地球のステージ、森林環境学習の設定 

森林環境学習 

･･･防災・減災の仕組みについて考える場面

の設定 

只見町内３つの小学校はユネスコスクール。 

小学校で学習の素地ができている。 

今後、中学校で学習したことを高校にまで 

つないでいくことができれば、さらに ESD・ 

海洋教育について深く学習することができる。 

グローカル・リーダーが育ち、町の課題解決の

一助となる。 

先生方のしかけ 

･･･学年週報で 

SDGｓについて 

呼びかけ 

 保護者の意識を 

高める。 

 


